
平成３１年度当初予算　復活見積調書（市長）　 総合政策部　

■一般会計 （金額：千円）

一財 一財 国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源 国庫支出金 県支出金 市債 その他 一般財源

1 人権政策課 総合調整推進費
びわこ南部地域実行
委員会関連経費

部落差別をはじめとするあらゆる差
別を撤廃するため、差別撤廃と人
権確立の法制度等整備をはかるこ
とを目的とし、「人権侵害救済法
（案）」の制定のための啓発普及
や、差別撤廃と人権確立の法整備
をはかるための啓発普及、賛同署
名の獲得や政府・国会への要請運
動を行います。

H31.5総会
H31.8連続講座
H31.10交流研修会
H31.12基本法ニュース発行
H32.2幹事級研修会
年に3回程度、事務局会議、幹事会
Ｈ31年度は草津市が事務局

2,572 2,572 0 0 461 0 0 0 0 461 461 0 0 0 0 461

市長査定により、事
業内容を確認し、必
要額を措置しまし
た。

2 人権センター
人権擁護平和啓
発推進費、住民
交流啓発費

いのち・愛・人権のつ
どい、市民のつどい開
催費

「いのち・愛・人権のつどい」については、
「ゆたかな草津　人権と平和を守る都市」宣
言や「草津市人権擁護に関する条例」等の
具現化するための取り組みの一つとして、
さまざまな人権課題を幅広く考える機会とし
て、３１回の開催を行ってきました。また、市
民が同和問題への認識を深めるとともに、
人権尊重の大切さを学び、部落差別の解
消をめざして「人権尊重と部落解放をめざ
す市民のつどい」を、４１回の開催を行って
きています。法や条例等で人権啓発・教育
に努めることとされており、いまだ差別が現
存する状況において、市民に対する人権啓
発・教育の重要な柱としています。

平成31年3月　人権擁護推進協議会　会議
平成31年7月　人権擁護推進協議会　会議
平成31年9月　いのち・愛・人権のつどい
平成31年12月　人権擁護推進協議会　会
議
平成32年2月　市民のつどい
平成32年3月　人権擁護推進協議会　会議

2,810 2,472 0 0 2,810 0 338 0 0 2,472 2,810 0 338 0 0 2,472

市長査定により、事
業内容を確認し、必
要額を措置しまし
た。

3 人権センター
社会同和教育研
究大会等開催費

女性集会開催費、青
年集会開催費

（女性のつどい）部落解放を全市民に広げ
一切の差別を根絶し、人権が尊重された社
会をめざして、昭和５７年から開催していま
す。
実行委員は市内の各種団体から参加され
ており、互いに学びあったものを市民に啓
発しています。
（青年集会）部落解放をはじめ、あらゆる人
権問題について考え、話し合い、そしてそ
の解決に向け、青年ができることを見いだ
し、すべての人権が尊重される社会をめざ
して、行動していくことを目的とし、昭和５９
年から開催しています。
実行委員は、自ら希望した市内在住・在勤
の方が参加され、集会に向けて学びを深
め、一人ひとりの思いを市民に啓発してい
ます。

（女性のつどい）
４月　実行委員募集
６～１０月　実行委員会開催（約５回）
　※学習を深め、開催内容を検討
１１月１１日　つどい開催（アミカホール）
２月　実行委員会開催
　※振り返り、来年度につなげる
（青年集会）
４月～　実行委員募集
６月～１月　　実行委員会開催（約１４回）
　※学びを深め、開催内容を検討
１月２７日　集会開催（アミカホール）
２月　実行委員会開催
　※振り返り、来年度につなげる

797 797 0 0 797 0 0 0 0 797 797 0 0 0 0 797

市長査定により、事
業内容を確認し、必
要額を措置しまし
た。

4
草津未来研
究所

アーバンデザイ
ンセンター運営
費

アーバンデザインセン
ターびわこ・くさつ事業
運営懇話会運営費

<目的＞
アーバンデザインセンターびわこ・く
さつ（ＵＤＣＢＫ）の運営方針や運営
状況等を確認します。
＜効果＞
運営懇話会の開催により、市民、
企業、大学、ＮＰＯ、行政の連携を
さらに深化させ、草津市全体をさら
に魅力のある都市にするための意
見交換を行うことができます。

平成31年5月　  第1回開催（予定）
平成31年10月　第2回開催（予定）
平成32年2月　  第3回開催（予定）

280 280 0 0 280 0 0 0 0 280 280 0 0 0 0 280

市長査定により、事
業内容を確認し、必
要額を措置しまし
た。

5
草津未来研
究所

アーバンデザイ
ンセンター運営
費

都市デザイン研究会
開催費

<目的＞
ＵＤＣＢＫの運営に直接携わってい
ただく及川センター長・武田副セン
ター長に専門的な知見から市の施
策および事業の課題に対する助言
をいただき、ＵＤＣＢＫの事業に活
かします。
＜効果＞
草津市およびJR南草津駅周辺の
都市デザインを専門的な知見から
学び、ＵＤＣＢＫの事業へ反映させ
ることができます。

平成31年5月　  第1回開催（予定）
平成31年7月　　第2回開催（予定）
平成31年9月　　第3回開催（予定）
平成31年11月　 第4回開催（予定）
平成32年1月　　第5回開催（予定）
平成32年3月　  第6回開催（予定）

80 80 0 0 80 0 0 0 0 80 0 0 0 0 0 0

市長査定により、他
事業との優先度、課
題整理の状況から、
措置しませんでし
た。

当初
見積額

部長間
調整後

復活
見積額

査定額
財　　　源　　　内　　　訳 査　　定

結　　果

財　　　源　　　内　　　訳
番号 所属名 事務事業名 項目 目的・効果 計画・スケジュール等
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6
草津未来研
究所

アーバンデザイ
ンセンター運営
費

都市デザイン連携
プロジェクト社会実験
事業費

<目的＞
草津市およびJR南草津駅周辺のま
ちづくりを都市デザインの視点から
取り組みます。
＜効果＞
草津のまちづくりの推進のために、
「公」「民」「学」が多様な価値観、個
性、創造性を基礎とした知見を持ち
寄り、専門家の先導的助言を得て、
互いの良さを活かしつつ、長期的な
見通しを持った都市デザインを具体
的なフィールドで構想することがで
きます。

平成31年4月　関係者協議
平成31年6月　委託契約・業務開始
平成32年2月　成果提出、関係者へ
フィードバック

500 250 0 0 500 250 0 0 0 250 500 250 0 0 0 250

市長査定により、事
業内容を確認し、必
要額を措置しまし
た。

7
草津未来研
究所

アーバンデザイ
ンセンター運営
費

ＵＤＣＢＫ社会実験準
備事業

<目的＞
草津市が地域包括協定を締結して
いる大学を対象とし、市の事業と関
連する部署と連携し、各大学が得
意とする分野において知見を発揮
できるように草津市をフィールドに
社会実験の実現可能性を検証し、
計画を提案してもらいます。
＜効果＞
大学の持つ知的財産や人材、学生
の力といった資源をまちづくりの中
に取り入れ、そのことを活かしたま
ちづくりを進めることができます。

平成31年4月　テーマ設定、募集開
始
平成31年6月　委託契約・業務開始
平成32年2月　成果提出、発表会

500 250 0 0 500 250 0 0 0 250 500 250 0 0 0 250

市長査定により、事
業内容を確認し、必
要額を措置しまし
た。

8
草津未来研
究所

アーバンデザイ
ンセンター運営
費

ジオラマ製作費

<目的＞
・ＵＤＣＢＫを外から見たときにアー
バンデザインセンターらしさが分か
り、ＵＤＣＢＫがどのような場所なの
か外から見て分かりやすくします。
＜効果＞
・大人も子どもも模型を見たり触れ
ることにより、世代を超えて都市デ
ザインについて考える動機付けとな
ります。
平面の地図とは違い、空間として立
体的に全体を捉えることが可能とな
ります。
・全体の一部として一点を俯瞰して
見ることができ、想像力が働きま
す。

平成31年4月　関係者協議
平成31年6月　製作内容等の詳細
決定
平成31年9月　製作開始
平成32年3月　完成

500 500 0 0 500 0 0 0 0 500 500 0 0 0 0 500

市長査定により、事
業内容を確認し、必
要額を措置しまし
た。

9 行政経営課

会計管理費、児
童手当給付費、
行政システム改
革推進費

バックヤード業務等ア
ウトソーシング人材派
遣委託、執務室備品

平成32年4月からのバックヤード業
務等の委託を安定的に確実に履行
するため、運用の仕組み等を整備
すべく6ヶ月間の人材派遣を導入し
ます。また、委託作業の遂行に必
要となる備品について、既存備品も
活用しながら不足するものについて
新規で調達します。

平成31年10月～　バックヤード業
務の委託に向けた人材派遣の導入
（6ヶ月間）
平成32年4月～　  バックヤード業
務の委託開始

備品については、平成31年度（後
半）に調達し、3月末までに環境整
備を完了。

9,577 9,577 0 0 9,577 0 0 0 0 9,577 0 0 0 0 0 0

市長査定により、他
事業との優先度、課
題整理の状況から、
措置しませんでし
た。

10 行政経営課
行政システム改
革推進費

総合窓口・バックヤー
ド業務アウトソーシン
グ事業者選定委員報
酬

総合窓口業務およびバックヤード
業務等の委託はサービスの質の維
持向上、業務効率化を図るため、
価格による競争によらず、事業者
からの提案を受けるプロポーザル
方式を採用することを想定していま
す。窓口業務は市民サービスに直
結し、多額の委託料が必要となるこ
とから、事業者選定委員会に外部
委員を入れることによって公平性、
客観性および専門性を高めます。

【総合窓口業務委託事業者選定委
員会】
第1回：平成31年10月ごろ　　総合
窓口の導入についての説明
第2回：平成31年12月ごろ　　募集
要項、審査基準仕様書等の説明
第3回：平成32年2月ごろ　　　プレ
ゼンテーション審査の実施
【バックヤード業務等業務委託事業
者選定委員会】
第1回：平成31年6月ごろ　　　募集
要項、審査基準仕様書等の説明
第2回：平成31年7月ごろ　　　プレ
ゼンテーション審査の実施

325 325 130 130 195 0 0 0 0 195 130 0 0 0 0 130

市長査定により、事
業内容の修正を行
い、必要額を措置し
ました。

11 行政経営課
行政システム改
革推進費

総合窓口導入検討支
援業務委託

転入・転出等の複数の手続きが必
要になる場合の手続きを可能な限
りワンストップで扱う総合窓口を導
入するにあたり、専門的知見と豊富
な実績を有する事業者より支援を
受けることによって、効率的・効果
的に検討を進めます。

【総合窓口導入支援業務委託】
平成31年4月：プロポーザル発注
平成31年6月ごろ：契約締結（期間：
平成32年3月末まで）

9,735 9,735 0 0 9,735 0 0 0 0 9,735 0 0 0 0 0 0

市長査定により、他
事業との優先度、課
題整理の状況から、
措置しませんでし
た。
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12 行政経営課
行政システム改
革推進費

【債務負担】総合窓口・
バックヤード業務アウ
トソーシング（業務委
託）

転入・転出等の複数の手続きが必
要になる場合の手続きを可能な限
りワンストップで扱う総合窓口を導
入するとともに、「公権力の行使」と
なる業務を除き、民間委託を導入
することにより市民サービスの向上
ならびに業務効率化を図ります。ま
た併せて、会計事務や窓口各課の
バックヤード業務を集約し、一括し
て外部委託をすることによってス
ケールメリットを創出し、民間委託
による効率化の結果捻出された人
的資源を政策形成等のコア業務に
充てることによって、さらなる市民
サービスの向上につなげます。

平成32年4月～　バックヤード業務
の委託開始（段階的に業務を拡大）
平成33年1月～　総合窓口の委託
開始

1,191,000 1,191,000 0 0 1,105,200 0 0 0 0 1,105,200 0 0 0 0 0 0

市長査定により、他
事業との優先度、課
題整理の状況から、
措置しませんでし
た。

部合計 1,218,676 1,217,838 130 130 1,130,635 500 338 0 0 1,129,797 5,978 500 338 0 0 5,140


